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北海道建設業審議会 第２回建設産業の振興に関する専門委員会 議事録 

 

日 時：令和４年 10月 27日（木）９：30～10：45 

場 所：かでる２・７北海道立道民活動センター 

  520研修室 

 

事務局 

(樺澤建設業担

当課長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉建設業担当

局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(樺澤建設業担

当課長) 

 

 

 

 

 本日は大変お忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

建設業担当課長の樺澤でございます。これより、第２回建設産業の振興に関す

る専門委員会を開催いたします。 

なお、堤委員長は都合によりまして、本日、欠席となっております。委員長が

不在のため、北海道建設業審議会条例施行規則第３条の３に基づき、部会長が指

名した者がその職務を代理することとなっており、堤委員長より河西委員の指名

をいただいていますので、河西委員の委員長代理とします。 

河西委員、委員長席の方へ移動、よろしくお願いします。 

 

それでは、審議に先立ちまして、北海道建設部建設業担当局長の千葉よりご挨

拶を申し上げます。 

 

 委員の皆様おはようございます。建設部建設業担当局長の千葉でございます。 

本日は、大変お忙しいところ、第２回専門委員会にご出席いただき、誠にあり

がとうございます。 

さて、６月２日に開催いたしました第１回目の委員会では、現在のプランの概

要や推進事業、また建設産業が置かれる現状などを事務局から説明させていただ

き、それらの内容にあわせて、委員の皆様には新たなプランの検討の視点につい

て、議論いただいたところでございます。 

今回の議題といたしましては、詳細は後ほど事務局の方からご説明いたします

が、新たなプランの検討にあたり実施した前プランの評価、検証案を道内建設企

業や委員の皆様からいただいた意見等踏まえ、設定した基本的な考え方などにつ

いて、ご審議願いたいと考えているところでございます。 

今後は、本日のご審議を踏まえ素案を作成し、道議会や建設業審議会でご審議

いただき、パブリックコメントを経た上で原案を作成し、年明けに予定しており

ます第３回目の委員会において、ご審議いただきたいと考えておりますので、限

られた時間ではありますが、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

以上、簡単ではありますが、開会にあたってのご挨拶とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 

 本委員会につきましては、道が定めます「附属機関の設置及び運営期間の基準」

に従いまして、公開とさせていただきます。 

また、議事録につきましても、道のホームページ等で公開することになってお

りますので、委員の皆様には、あらかじめご了承願います。 

それでは、ここからの進行を河西委員長代理にお願いします。 
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河西委員長代理 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(髙橋課長補佐) 

 

 

 

 

 

 

河西委員長代理 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(髙橋課長補佐) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おはようございます。河西です。 

昨日、急遽、堤先生の代理との要請が受け、まだ、心の準備もできておりませ

んので、スムーズな進行ができるどうかわかりませんが、どうかよろしくお願い

します。 

それでは、第２回専門委員会の議論に入りたいと思います。 

「議題(１) 第１回専門委員会の意見等について」、事務局から説明をお願い

します。 

 

課長補佐の髙橋でございます。私の方からご説明させていただきます。 

「第１回専門委員会の意見等について」、資料１をご覧いただきたいと思いま

す。 

前回の委員会でいただいたご意見等について、施工時期の平準化、余裕ある工

期での発注やＫＰＩなどの回答をまとめた資料であり、事前にご説明させていた

だいていますので、ご確認願います。 

簡単ではございますが、以上です。 

 

はい、ありがとうございました。 

ただいま、事務局から説明がありましたが、皆様から何かご意見、ご質問等が

ありましたらよろしくお願いします。 

よろしいでしょうか。 

また何かあれば、後ほどご質問いただければと思います。 

それでは、「議題(２) 新プランの検討案について」、事務局からご説明願いま

す。 

 

「議題(２) 新プランの検討案について」、資料２をご覧いただきたいと思い

ます。 

「１ 策定の趣旨」から「５ 新プランの基本的な考え方」までをまとめた資

料でございます。 

「１ 策定の趣旨」及び「２ 推進期間」になりますが、人材の確保・育成や、

生産性の向上など課題の解決に向け、将来、建設産業の担い手となる若者や子供

たちにとって、建設産業の未来が魅力あるものとなることを目指し、令和５年度

から令和９年度までの５カ年を推進期間として、策定するものでございます。 

「３ 建設産業を取り巻く現状」ですが、建設産業の現状として、左から３つ

目の「新規高等学校卒業者の求人充足率」は 16.9％と、全産業別で最低の充足

率となっており、その一方で、右側の道内建設労働者の労働時間は 173.2時間と

なっており、全国平均を上回る厳しい就業環境となっております。 

また、社会情勢の変化につきましては、新型コロナウイルス感染症をはじめ、

３つの項目を記載しています。 

「４ 前プランの評価・検証」、「５ 新プランの基本的な考え方」については、

次の議題(３)でご説明しますので、ここまでで何かございましたら、ご意見等い

ただきたく、よろしくお願いします。 
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河西委員長代理 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(樺澤建設業担

当課長) 

 

河西委員長代理 

 

 

 

 

事務局 

(髙橋課長補佐) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい、ありがとうございました。 

ただいまのご説明に関しまして、皆様からご質問、ご意見ありますでしょうか。 

私から一点ほど。社会情勢の変化で、昨今、建設資材を含めた物価高騰が著し

いという現状があります。物価上昇が新しいプランの最終年度である 2027年度

まで続くとは思わないのですが、短期的にこの物価上昇について言及すべきかど

うかというのはいかがでしょうか。 

 

はい、ご指摘いただきました社会情勢の変化、物価上昇の件につきましては、

追加する方向で検討させていただきたいと思います。 

 

 

はい、ありがとうございました。 

委員の皆様から、他に何かございますか。何かあれば、後ほど遡って、ご意見、

ご質問いただいて結構ですのでよろしくお願いいたします。 

それでは、続いて説明を事務局からよろしくお願いします。 

 

それでは、「議題(３) 前プランの評価・検証(案)」でございます。 

まず、資料２「４ 前プランの評価・検証」の部分をご覧いただきたいと思い

ます。事務局では、記載しています３つの手法により評価を行い、効果や課題に

ついて検証したところです。 

資料をめくっていただきまして、「１ 事業実績評価」をご覧いただければと

思います。 

こちらは、前プランの 236本の推進事業の実績や達成度などにより、効果など

の評価を行ったもので、枠内に記載のとおり３区分に分類いたしまして、点数化、

そして施策ごとに算出した平均値をもとに、相対的に３区分に分類し、施策の評

価としたものでございます。 

評価結果については、次のページとなりますがＣ評価としました２施策は、現

在は終了している事業が多く含まれており、検証が難しいといったことなどから

Ｃ評価に分類しているところでございます。Ａ評価は４施策で、Ｂ評価につきま

しては７施策となっており、推進事業は、概ね効果があったものと考えていると

ころです。 

３ページをご覧いただければと思います。「２ 客観的指標評価」です。こち

らは、前プランの 13本の施策に関連する各種統計指標の変動などにより、客観

的に定量的に評価を行ったもので、指標値は点線枠に記載しておりますが、３段

階で評価しているところでございます。 

資料４は「客観的指標値評価」(統計データ)としまして、これらの指標値の変

動などの状況を添付しておりますので、併せてご参照いただければと思います。 

資料に戻っていただき、「評価結果」ですが、Ａ評価は「経営力の向上」など

４施策、Ｂ評価は建設管理部発注「ＩＣＴモデル工事の実施率」などの４施策、

Ｃ評価につきましては「地域平準化率」（施工時期の平準化）などの６施策とい

う結果になっています。 

続きまして、４ページをご覧いただきたいと思います。「３ 満足度評価」に

なります。こちら、前プランの 44本の取組について、建設企業側から見た重要
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河西委員長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡辺委員 

 

 

 

 

 

 

河西委員長代理 

 

 

坂野委員 

 

 

 

度と満足度を把握するＣＳポートフォリオ分析を行ったものでございます。重要

度、満足度に記載の数値になりますが、５段階での回答を取りまとめた平均値を

記載しております。 

５ページをご覧いただきたいと思います。記載していますグラフについて、ご

説明します。横軸に「重要度」、縦軸に「満足度」を取り、アンケートの評価項

目を座標の中にプロットしており、取組の優先度を４つの項目により分類してお

ります。グラフの右下のエリアになりますが、重要度が高く、かつ満足度が低い

取組ということになり、ここの分布しているものについては、最優先で改善を行

う取組ということになるところでございます。 

４ページになりますが、こちらの表の着色部分が具体的に右下のエリアとして

いるものでございます。「実勢価格を反映した単価の設定や適切な設計変更」な

どの取組が分布しているものとなっております。 

また、５ページの下段になりますが、今回の評価理由の主なものを記載してい

ますので、ご参照いただければと思います。 

「前プランの評価・検証(案)」についてご説明しましたが、ここまでについて、

一旦、私どもの説明を終わらせていただきまして、ご意見いただければと思いま

す。 

以上でございます。 

 

はい、ありがとうございました。 

ただ今事務局からご説明いただいた内容に関しまして、皆様から何かご意見、

ご質問あればよろしくお願いします。 

今回、ＣＳポートフォリオ分析など、実際に建設業界の皆様から満足度などを、

このような形で示していただき、非常にわかりやすく、特に右下のセル、象限に

入るところが重点改善項目ということですが、第１回の委員会では、渡辺委員か

ら１の「経営力向上」とか「生産性向上」でいろいろご意見いただいており、今

回のこのような結果を見て、渡辺委員から何かご意見あれば頂戴したいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

 

はい、傾向としては、予想していた感じになっております。生産性の向上にお

いては、モデル工事を実施していることもあり施工業者さんの満足度、重要度が

高い結果ということだと思います。国の方では、令和５年度から設計においても、

原則、三次元設計の導入が見込まれる中で、残念ながら、北海道の方での測量・

設計については、三次元の取組がこれからということなので、少し次の施策の中

では重点的にしていかなければ、若干遅れが出てくるかと心配しています。 

 

はい、ありがとうございました。他、いかがでしょうか。 

坂野委員、今回の結果を見て、ご感想などあればよろしくお願いします。 

 

資料４の「市町村との連携強化」の表を拝見して、岩見沢市では最低制限価格

等を設けており、道内市町村のほとんどが設けていると思っていたのですが、ま

だ北海道 179 市町村のうち 68％しか設けていないとは意外でした。建設企業の

評価とも一致していると感じました。 
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河西委員長代理 

 

 

 

飯島委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河西委員長代理 

 

 

山﨑委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい、ありがとうございました。 

平準化に関しては、前回、飯島委員がご発言いただいていたので、もし何かあ

ればお願いします。 

 

年度末の３月を超えた工期による工事量の平準化の推進状況に関しましては、

取りまとめが大変だったのではないかと思います。ありがとうございます。 

年度を跨いだ工事を設定するにあたっては、恐らく色々な条件があり、その条

件を満たさなければ設定できないなどの仕組みによる縛りが多いと思います。 

もし、可能な部分がありましたら条件等のハードルを下げていただき、現場の

方々や、発注される方々が柔軟に対応できるようになりますよう、是非、工夫を

していただければありがたいと思います。 

余談になりますが、工事量が潤沢にある中での平準化が一番ありがたいことで

す。過去、我々は 10年くらいに渡る不況、景気が右肩下がりの時代を経験し、

その間、雇用の断念や技術者の流出を経験しました。工事予算が確保され工事量

が安定していないと、担い手の確保や育成への対応が難しくなってくると思いま

す。 

先ほど物価の値上がりや人件費の高騰がお話にありましたが、それにより工事

１件当たりの工事費が上がり、予算が一定でも工事の発注本数が減り、工事量の

減少に繋がっていくと思います。 

大きな社会情勢の変化の中でも、建設業が安定し、地域の担い手を確保できる

ようなプランを記載できますようよろしくお願いします。 

 

はい、ありがとうございました。 

ここまでのところで、山﨑委員、何かご感想、ご意見ありますか。 

 

どうもありがとうございます。 

グラフを見て感じたことで、先ず一つは、先ほど市町村での連携強化でござい

ますが、ダンピング対策ばかりではなく、働き方改革について先ほどご意見があ

りましたとおり、工期の設定が非常に厳しいという話も聞こえております。そう

いう意味ではダンピング対策ばかりじゃなくて、発注工期の設定に関しても、働

き方改革にご配慮いただきたいというのを、先日、我々も市長会の方に要望させ

ていただきました。 

町村会につきましても、要望に行こうといろいろ調整しているところであり、

市町村の状況を、できれば北海道の方もあらゆる機会を通じて言っていただけれ

ばありがたいです。 

それから、担い手につきましては、担い手が確保できないと産業自体の存続の

大きな問題になってしまいます。 

私どもも現場見学会など色々と取り組んで参りますが、そういった面で、あら

ゆる分野で入職を促進するような環境整備みたいなものも、北海道さんのご支援

いただきながら、やっていきたいと思っております。 

以上です。 
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河西委員長代理 
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河西委員長代理 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(樺澤建設業担

当課長) 

 

 

 

はい、ありがとうございました。 

また後ほど、今後の事業展開の中で、建設業の魅力を情報発信するというのが

ありますので、具体的なお話をいただければと思います。ありがとうございます。 

それでは飛田委員、ここまでの説明の中で、ご意見等あればよろしくお願いい

たします。 

 

はい、飛田です。 

満足度評価４ページ目の上から２番目の施策の生産性の向上で、「ＩＣＴ活用

による施工の簡略化や書類作成の省力化」の重要度が高くて、満足度が低いとい

うところについてです。アンケートを取った会社の回答数 276社は、どのような

会社か正直わからないのですが、比較的大きい会社なのかというような気がして

おり、もっと小さい会社で従業員 10名、あるいは 20名以下だと、もっと満足度

が低いのではないのかというような気がしています。 

特に小さい会社は、自社の課題点や何が重要かというのはわかっているが、い

ったい何から手をつけていいかわからないというような状況が多いです。会社に

よって、それぞれ感じている課題点というのが違うと思うので、それぞれの会社

に寄り添った施策というのを、是非、今後、考えていただきたいなということが

一つ。 

あと上から５番目の施策の「技術をつなぐ担い手の確保」についてです。北海

道の建設業の活性化、今後の持続的発展には、技術をつないでいく担い手が必要

不可欠です。施策の上から３番目の現場見学会開催によるＰＲやイメージアップ

は、色々と取り組んでいっても、すぐに結果は出ないと思いますので、継続して

取り組み、短期的に評価するのではなく、長期的な視点で評価していただきたい。 

例えば、今回のような評価の仕方で、すぐに効果がでないというような理由で、

評価が「Ｃ」になって終わってしまうということがないように。もっともっと長

い時間軸で、評価いただけないかと思います。 

時間はかかりますが効果は見込めると思いますので、是非、私も何かご協力で

きるようなことがあれば、やっていきたいと思っています。 

 

はい、ありがとうございます。 

今、飛田委員から、非常に重要なご指摘があったかと思います。 

こういった施策事業を、誰をターゲットにして行っていくか。大きな建設会社

さんとやっぱり中小の建設会社さんでは、持っている課題、ニーズが違う。そう

すると、どのあたりをターゲットとするのか。行政ですから、広く公平にという

のはわかるのですが、もしそのあたりで何か今回のプランに関して、ターゲット

があるのであれば、ご説明いただければと思います。 

 

プランにつきましては、広く建設産業全体をターゲットにするという趣旨で、

平成 10年くらいから色々な施策を組みながら、今日まで至ってきたところです。 

満足度を聞く先が、今回は建設企業ということで、ある程度、規模の大きなと

ころだったかもしれませんが、ターゲットとしては、一人親方の皆さんも含めた

建設産業全体をターゲットとしているところです。飛田委員より、「もう少し悪

い評価、満足度は低いのではないか」というお話もあったところですが、今回、
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お聞きした満足度においても、低めに出てきたということは、ある程度正しく結

果が出ていると捉え、重要だが満足度が低いという評価をいただいた項目は、し

っかり次のプランに活かしていく必要があると考えているところです。 

 

はい、ありがとうございました。 

他、いかがでしょうか。よろしくお願いします。 

 

建設管理課長の工藤です。 

何点かご意見いただいた中で、私どもの対応として、今後、考えていきたいこ

とを改めて発言させていただきます。 

資材高騰や物価上昇に関して、確かに「社会情勢の変化」には記載しておりま

せんでした。ウクライナの情勢や最近は円安の問題などもあり、建設資材価格の

高騰は大きな問題だと思います。私どもの幹部らが、地方建設業協会との意見交

換を行った際に、話題として多く出されています。道として単品スライド条項に

より対応はしているのですが、やはり、受注者が負担する１％の問題もあり、企

業からは利益を圧迫する状況にあるため、実効性のある対策をとっていただきた

いと、言われています。 

その１％の負担を発注者が持つことは、道単独では解決が難しいと思ってお

り、国の中央建設審議会の中でもそういった全国的な要望を踏まえた議論はされ

ると思いますので、方向性が出されれば、道としても対応できるのかと思います。

こうしたことは、社会情勢の新たな変化として、追加したいと思います。 

市町村との連携強化について、市町村に対する担い手３法の周知徹底に関し

て、建設業者の方からいただいたアンケートでは、例えば、週休２日工事等に関

し、切実な生の声が上がっていました。道庁が、働き方改革に向けた取組をしっ

かりとやっている、ということではなく、やはり、市町村工事や民間工事の発注

者を含め、全体で取組を強化しないとならない、道と国で連携して取り組んでい

かなければならないと、建設企業の方の生の声を伺い、改めて感じました。 

市町村において、今はもう「歩切り」はされていないと思いますが、ダンピン

グ対策や工期の適正化等についての周知は必要です。今年８月に全道の市町村の

担当者が一堂に集まる全道の発注者協議会において、講師として国土交通省の建

設業課の室長に来ていただきましたが、北海道の市町村は全国的に見てもかなり

ダンピング対策等、担い手３法の取組が最も遅れているということを言われまし

て、道庁としても対応を考える必要があると思っています。プランの中で、しっ

かりとやるべきことかと感じております。 

その他、プランの対象、ターゲットに関して樺澤課長からご説明いたしました

が、道内建設業では、許可を受けて行っている建設業者だけで約 20,000者があ

り、建設関連業者でいうと測量で 812者、コンサルタント業で 271者あり、建設

関連業も含めてターゲットにしているところです。 

その他、中央建設審議会の中では、建設業の重層下請の問題を解決しなければ

就業環境の改善は難しいのではないか、元請さんと下請さん、協力会社さん含め

た問題を解決しなければ、建設業の担い手不足の解消は難しいのではないかとい

うことも、ご議論が始まったということも伺っています。これにつきましては、

今後、何か方向性が見えてくると思っております。 
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また、おっしゃるとおり、担い手不足というのは、短期的に答えの出ないもの

だと思います。現在、観光業、飲食業、どこの産業も人手不足は同じということ

を伺っておりますので、建設業だけということではなくて、北海道の魅力をＰＲ

する中でやっていこう、といった動きは、先日の「政策ミーティング」の中でも

知事がお話しされていましたので、そういったところも強化していきたいと思っ

ております。私からは以上です。 

 

はい、ありがとうございました。 

ではいかがでしょうか。今回の検証評価を通して、ご質問、ご意見よろしいで

しょうか。 

はい、ありがとうございます。 

それでは続いて、「新プランの基本的な考え方」を事務局からご説明お願いし

ます。 

 

はい、それではご説明させていただきます。 

資料の方は、２にお戻りいただきたいと思います。「５ 新プランの基本的な

考え方」でございます。建設産業を取り巻く現状やプランの評価、検証、さらに

は道内の建設企業や皆様方のご意見なども踏まえまして、新たなプランにおきま

しては、担い手の確保及び育成を早急に解決すべき重点課題と設定したいと考え

ているところでございます。その解決に向けましては、建設産業の「働き方改

革」、情報通信技術の活用などを通じまして「生産性の向上」、そして一般の方や、

若者の関心や理解、これらを深める効果的な「建設産業の魅力発信」、これらを

三つの柱といたしまして、将来の担い手となる若者や子どもたちにとって、北海

道の建設産業が魅力のある未来となることを目指しまして、各種取り組みを展開

していきたいと考えているところでございます。 

以上でございます。 

 

はい、ありがとうございました。 

それでは、ただいまの事務局から説明に関しまして、皆様からご意見、ご質問

あればよろしくお願いします。 

これから多分、いろいろ内容を煮詰めていくと思うのですが、建設産業の魅力

を発信。建設産業の魅力って何でしょうか。どういうことをして、ＰＲしていく

のか、その辺りを伺いたいのですが。今の時点というのは、国土交通省では、不

動産産業に関して「ビジョン 2030」というのを策定して、「不動産業というのは、

これからの日本を背負っていくリーディング産業」みたいなことを打ち出し、具

体的な施策などを実施しているということで、魅力をアピールしているのです。

北海道として、北海道の建設産業はこれからどうなっていく、魅力があるからも

っと若い人たちに働いてくださいというのがあるのではないかと思っています。 

建設業の魅力というのがあれば、ご教示いただければと思い、よろしくお願い

します。 
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建設産業は道民の皆様が、生活していくうえで必要な社会インフラを整備・維

持しており、地域の安全・安心をしっかりと守っていく、人流と物流を支える産

業です。また、しっかり整備し、維持していくためには、建設産業が必要なこと

から、建設産業の振興に取り組んでいかなければならないと考えているところで

す。３Ｋのような悪いイメージを持たれた中で、なかなか良いイメージがない、

悪いイメージが少し先行しているのでないかということで、道としては、生活を

支える産業であるということをしっかりと伝えていきたいと考えています。 

さらには、社会インフラの質的向上・機能向上は、将来、少子高齢化で人口の

増加が望めない中では、北海道は特に都市間距離が長いなど、必要性が高い地域

特性もあることから、インフラ関係、生産性を向上させるというのは、私どもの

未来をつないでいくために極めて重要なことから、優先的に取り組むべきと考え

ているところです。 

 

３つ目の柱の「建設産業の魅力の発信」は、ここは悩んだところで、魅力を発

信するということと、もう一つの理解促進は、また違うことなのかと思っていま

す。魅力を一方側から発信するというより、理解促進はもう少しこちらから、近

くに踏み込んでいき、理解を深めていただくというイメージで、高校生との意見

交換を増加させること、子供ではなく学校の先生や親の方から理解を深めていた

だくということなどです。別にとったアンケート結果によると、今の若い人とい

うのは３Ｋのイメージがあるからではなくて、賃金が安い高いでもなくて、労働

時間の短い方が良いな、休日が多い方が良いなというのが、就職先を探すポイン

トの１位になっているようです。施策としては、単なるイメージアップキャンペ

ーンだけではないと思っており、就業環境の改善、働き方改革の部分も柱にきち

んと添え、連動させないとならないと思います。 

３つ掲げた柱というのはどれを優先するとかではなくて、働き方改革をうまく

実現させた上で、そのイメージを社会一般に、上手に伝えていく、一方で前回、

ご審議いただいた意見の中で、「建設産業は生産性向上に向けＩＣＴ活用を図る

ところも若者にとっては、魅力がある」といったところも、イメージアップでき

ればいいかなと思っており、こうした３つの柱がうまくリンクしながら、循環し、

進んで深化していくことが理想だと思っています。 

建設産業のＰＲでは、昔でいうと「黒部の太陽」のダムや、青函トンネルの「海

峡」という映画があって、ああいう大きなスケールの映画を、もう一度誰かが作

ってくれないかと思いますが、現在は、ＹｏｕＴｕｂｅを使った発信が良いのか、

具体的にどのような魅力発信が良いのか、専門委員の方々のご意見を伺いなが

ら、ヒントをいただきたいと思っています。 

 

委員からご指摘のありました「生産性の向上」の部分ですが、ＩＣＴに関しま

して、道は工事の部分については取組を徐々に進めております。国の方は、かな

り先行しているところではありますが、大企業が主になっていると思われます。

道の方では中小企業とかがかなり入ってきていますので、私どもの方で実施して

いるＩＣＴ工事は、今２割弱くらいの執行率となっているところです。 

引き続き、内容等も精査しながら、先ずは受け手である建設業者さんの方でＩ

ＣＴ施工をどんどん進めていける環境を整えつつ、また渡辺委員からもご指摘い
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ただきました設計部門の三次元測量とか、そういった取り扱いについても順次拡

充していきたいと考えております。 

そういったものを魅力につなげて、建設のＤＸ化という形を進めていければと

考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

はい、ありがとうございます。 

今、話を伺うと、建設業というのは社会基盤、社会インフラを作り、守り、維

持していく、そういう重要な産業です。２つ目としては、まだ十分、実現はでき

ていないですが、働き方改革も含めて、素晴らしい仕事と生活がバランス取れる

ようにする。３つ目は、新しい技術を取り入れた産業である。この３つと思うの

ですが、そこに欠けているのは、「成長性」と思うのです。 

私が見聞きする限りでは、限られた中では、今、世界から北海道に結構投資が

入ってきている。不動産投資、すなわち土地とか、今ある建物に対する投資なの

ですが、土地の購入マネーが入ってくると、当然、そこに新たな造形物を作って

いくということで、北海道の建設業界にお金がもっと入っていく良いチャンスだ

と思います。少なくとも 2027年度くらいまでは、世界からこういった観光関係

の施設に関する投資マネーが入ってくる。それを受け皿になるチャンスというの

が、今、北海道の建設業界にあると思っています。そのあたりを魅力として発信

するというのはどうでしょうか。 

ニセコ地域に行くと、本当に新しい建物がどんどん建っていて、受けているの

はゼネコンであったりしますが、実際にそこで働いて仕事されているのは、北海

道内の建設事業者と思うのです。そういった社会を変えていくようなリーディン

グ産業であるというのが、もう一つの側面としての建設産業を担っているのでは

ないかと、非常に楽観的な見方かもしれないのですが、私はそう感じています。 

実際に建設業界で働いている委員の皆様、何かご意見、ご感想でも結構ですが、

よろしくお願いいたします。 

 

たしかに海外からたくさん不動産、ホテル投資があり、道内の大手企業さんが

大規模な事業を受注されています。その下で仕事をさせていただいて、今回は上

手くいきました。非常にたくさんお金もいただいてよかったのですが、私たちの

業界で一番心配しているのは、過去、バブルの時に不動産事業に進出していった

同業者が廃業している事例があって、土木の方が出ていくということは単独で考

えると難しいです。今回は、大手さんの下で、リスク管理も全てやっていただけ

たのでよかったのですが、その辺のリスクをどう対処していくかというところが

できないところかなと思っているところです。非常に魅力的ではありますが、少

し弱気です。 

先ほど魅力の話がありましたが、中学生とかインターンシップで受け入れした

ことがあるのですが、非常に優秀な子どもたちでした。災害が最近多い、地震、

大雨で地域が疲弊している中で、「自分たちは、そこにどうやって役に立つのだ

ろう」、「何か役に立ちたいけれども、どこに就職して、何をやったらいいかわか

らない」という子どもたちに、土木の災害復旧を私達がやっているという話をす

ると、もう感動して目を輝かせて、この業界に入りたいというきっかけになって

います。さらに、そこにドローンとか三次元ＣＡＤを経験させると、こんなに土
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木という業界が先進的なことをやっているというのが驚き、実際にうちに来てく

れた中学生何名かは大学で土木に進んでくれたようです。そういう意味では、や

はり魅力をいろいろな媒体で使うのももちろんありですが、小中学生、高校生を

職場に受け入れていくインターンシップみたいなものの充実が、非常に大事だと

思っております。 

先ほどから、高校生の就職が目標に達しなかったという話もありましたが、実

際には卒業する高校生が減っている中で、おそらくデータをお持ちだと思うので

すが、卒業する高校生に対して、建設業界に進んだ比率ですとこれは間違いなく

上がっているというデータが出ているので、決して施策として間違っていなく

て、今後もどんどん続けていくべきだと。魅力の発信というよりは、本当に子ど

もたちは日本を守っていきたいとかという気持ちは強いので、そこを上手く土木

がやっているということをアピールしていければよいのではないかと思います。 

 

はい、ありがとうございました。 

不動産だけではなくて、建設に関しても海外からの投資マネーというのは、逃

げ足が速いとのことで、そのリスク管理が道内の企業だと少し厳しいというのが

わかりました。ありがとうございます。 

それと魅力の発信は、まさにその現場で働いている人が、その魅力を伝えるこ

とが一番説得力はあります。是非、今後の事業展開を工夫していただきたいと思

います。 

他の皆様、いかがでしょうか。 

今回の「ミライ振興プランＨＯＫＫＡＩＤＯ」について、重点課題として担い

手の確保及び育成ということで、「働き方改革」、「生産性の向上」、「建設産業の

魅力の発信」を３つの柱にしてということです。 

はい、どうぞ。 

 

飛田です。 

資料２の「５ 新プランの基本的な考え方」の「働き方改革」、「生産性の向上」、

そして「建設産業の魅力の発信」という３つの柱ですが、少し個人的な希望が入

った話になりますが、是非、こういう視点を取り入れていただきたいと思ってい

ることを、お話したいと思います。 

私は普段は建設業の支援をしており、中核都市、例えば北見市、帯広市、釧路

市の従業員 20人以下の会社の支援を多くしています。こうした会社は生産性の

向上、つまりＩＣＴ、デジタル技術の導入については、立ち上げの部分は外部の

力を借りないと困難であることが多いです。なので、そうした会社が、導入時に

具体的にどこに相談すればいいかといった、入り口の支援をもっと手厚くすると

いうこと。また、小さい会社だと、どうしてもデジタル技術を継続的に利用する

となると、誰か担当者を指名して、その担当者を中心に社内に定着させていく形

となり時間がかかります。従業員にデジタル技術の適任者がいない場合、役員の

誰かがデジタル技術担当者になることが多いですが、そうした担当者を育成して

いく支援を、是非、取り入れていただきたい。これが生産性向上についてです。 

建設産業の魅力を発信というところで、私も常々考えているのですが、どうい

ったことを発信していけばいいのかについてです。デジタル技術とは相反するこ
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とをお話ししますが、建設業は特注品を生産しますので、同じものを作るわけで

はありません。毎回作る場所も違えば、作る時期も違います。現場でやらなけれ

ばいけない産業ですし、現場では必ずチームで作業を行います。コロナ禍で密を

回避する社会情勢ですが、リモートではできない産業のため、現場で、チームで

働くということを魅力としてアピールできるのではないかと思います。 

また、建設業は、地元に貢献できるということが魅力だと思います。特にわか

りやすいところでいうと、道路工事があります。道路新設が、最もわかりやすい

ですが、道路補修、例えば舗装の打ち替え工事、落石防止工事、中央分離帯設置

工事なども、地元への貢献度は高いと思います。安全面での貢献度や地元経済へ

の貢献度をはじめてとして、地元にどのような効果があるのかということを、も

っと配信していけばいいと思います。道路以外でも、小さい川の砂防工事などは、

全然人の目には触れることのない工事ですが、非常に重要です。砂防が未整備だ

と、大雨が降って災害が発生すると、道路が寸断される恐れがありますので地元

への貢献度が高いと言えます。それぞれの工事の効果を、もっと積極的にアピー

ルし、建設業は地元に貢献できる産業ということを、発信していくことが重要だ

と思います。 

地方都市の会社の社長が口をそろえて、「若い人たちは、地元に残りたがらな

い」と言います。地方都市の大学生、高校生は、札幌や道外に就職したがるよう

です。先ほどお話ししたように、建設業が地元に貢献できることを効果的に彼ら

にアピールできれば、学生の目をより地元に向けられ、地元で就職する学生が多

くなるようになると思います。その結果、北海道の建設業活性化に繋がっていく

と思います。 

非常に主観的な話になりましたが、是非、そういった視点も取り入れたらいい

のではないかと、１つの意見として聞いていただければと思います。 

 

はい、ありがとうございます。 

ただ今のご意見について、事務局から何かご説明とかありますか。 

 

飛田委員のご意見に対しては、道では確かに各地域の建設業協会との意見交換

会などを通じて、会社の社長や役員の皆様と意見を交わしている中で、いくら担

い手を確保しようとしても、求人に応じてもらえない状況だという切実な話を聞

いております。昔と何が違うかと意見を交換した中で、しっかりと地元に残りた

いという志向が、昔ほど強くないと感じると伺っています。その中には、「地元

に残りたいと思える教育を、その地域内の教育機関と一緒にやっていかなければ

ならない」と語ってくれる社長さんがいて、地元愛があり、地元に貢献したいと

いう気持ちを高めていくということが、「地元に残りたい、地域に貢献できる産

業、職業は何か」と、建設業が選んでもらえるような取組をしているし、してい

きたいという方もおりましたので、地元愛を育て、地元に貢献したいという思い

を強める。そういうものも、関係機関と取り組んでいく必要があると考えている

ところです。 
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先ほど河西先生から、魅力発信を北海道の魅力や成長性とリンクさせるといっ

たお話がございました。先日、先生から伺った際も、例えば移住・定住に向けた

市町村との取組との連携を考えるのが、良いのではないかというお話があり、な

るほどと思っていました。今、お話しの中で地元愛を強く持つ方や、地元から離

れたいという方がいる一方で、もしかしたら北海道に憧れて来たい方は、潜在的

にもっといるのではないかと思うのです。北海道の都市部ではなくて、中核市や、

もっと小さな市町村で働きたいという方もいらっしゃるのではないか、移住も 

キーワードとしてやっていくべきなのかと思っております。 

先ほど話しました、政策ミーティングにおける知事の発言でも、そういった北

海道の魅力をしっかりと前面に押し出した上で、担い手不足解消をはかった方が

いい、とのことでした。私ども素人で、建設企業の方の声も聞かず、本当にそう

いうことができるのかと、疑心暗鬼の部分はあるのですが、新たな担い手不足解

消に向けては、確かに魅力発信という中で、北海道というところを発信すること

も大事ではないかと、今、河西先生の話を伺って感じたところでございます。 

あと、ＩＣＴは確かに立ち上がり支援の部分が重要だと思います。今日の新聞

の記事でも、そういったＩＣＴを教える人材が不足しているということが書かれ

ていました。専門的になればなるほど、教えていく人が増えていくことが必要か

なと思ったりしていました。 

地元志向に関しては、確かにそういった北海道の魅力、成長性をキーワードに

して道外から来ていただく、逆に地元に残りたいという人を増やす、ということ

と２つの方向でやっていくべきかと思いました。 

 

今、お話しいただきました「デジタルに精通した会社を育てていく」というこ

とは、非常に重要だと私どもも考えております。話にありましたとおり、札幌だ

けでなく、どんどん地方展開が必要だという話なのですが、情報通信技術という

のは、言ってみれば、むしろ地方であればあるほど、距離感を短くする効果が得

られる部分でもあると思いますので、そういったものを強みに生かすというのは

非常に重要であると考えています。 

今現在、私どもの方も研修とかそういったものを業界向けに行う機会を設けて

いるのですが、どういったことが業界発展につながっていくかということ。今後、

さらに深めて考えていったうえで、対応していきたいと思っております。 

 

はい、ありがとうございました。 

飛田委員の「地元に残るような教育」、渡辺委員からのインターンシップとい

うのも、今、小学校、中学校から、教育の中に組み込まれていって、実際に地域

で一生懸命働いている方の会社に行って、どんなことをやっているのかを学ぶと

いうことですね。教育との連動ということで、短期的に効果が出るわけではない

ですが、中長期的に見れば、そういった方々が残って、建設業で働くというのは

十分あり得ると思います。 

それともう一つは、情報の発信に関しては、その地域の方々に情報を発信して

いくということで、地域の方々が残って建設業で働くというのもあるし、外に情

報の発信をして、「北海道で働きませんか」、「北海道で魅力ある建設業で働きま

せんか」と移住政策と連動させたらどうかというのは、８月の打合せの時にお話
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坂野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河西委員長代理 

 

 

飯島委員 

 

 

 

 

 

 

をさせていただいたのですが、農業分野でも移住政策と連動しながら、道外の人

材に北海道に来てもらい、そこの地域であったり、農業で働いてもらうという取

組をしていますので、建設業おいても、是非、そういったことを試しでもいいの

で始めていただければと思っております。 

都会、都心部にいて、「都心の暮らしよりも、地方で働きたい」とそういった

方々が働く場所として農業、それから建設業、どこの地域もあるので、そういっ

たところが一つの選択肢になるような情報発信の仕方をしていただければとい

うのもあります。 

ほか、いかがでしょうか。 

はい、それでは坂野委員よろしくお願いします。 

 

市町村連携の話で、一言だけお話したいと思いました。 

先ほど、岩見沢市では最低制限価格を設けていて、まだ設けていないところは

何をやっているんだという気持ちでいたのですが、働き方改革につきまして、実

は週休２日というのは、当市もまだ取り組んでいないところです。市町村は、中

小企業を相手にしている部分が強いので、北海道主導で進めていただければ、伸

びしろがあるのではないかと感じました。 

ただ例えば、市町村で 2,500万円位の工事を出したとして、週休２日、４週８

休を見込みますと、だいたい 90万円位、工事費が上がってしまいます。それに

伴って、工事費を上げられたらいいのですが、結果的には、限られた予算の中で

実施することになりますので、全体的な工事の本数等は、目減りする可能性があ

ります。今日の話を聞いて、建設産業における求人充足率が非常に低いというこ

とで、４週８休、週休２日、こちらの方をきちっと対応していく方が大事だと認

識しましたというのが、１点でございます。 

もう１点、「魅力の発信」のところで、全道的な話ではなく、一部の地域の話

になってしまいますが、岩見沢市は雪が多い街でございまして、除雪のオペレー

ター不足ということが一番苦慮している課題でございます。その中で、子供たち

に聞いたときに、消防士になりたい子、強い使命感を持って人命救助をしたい子

はいるのですが、除雪オペレーターになりたい子はいないのです。実は、除雪オ

ペレーターも冬期間、特に雪が多い地域では、まさにライフラインを守っている、

消防士と同じぐらい重要な役割を持っておりますので、その辺もアピールしてい

ただけると、私ども雪が多い街としては、ありがたいと思います。 

 

はい、ありがとうございます。 

飯島委員よろしくお願いします。 

 

今、坂野委員から除雪のお話が出たのですが、実は高校生のインターンシップ

を弊社で受け入れたときに、除雪の様子を動画で見せたのです。そうしますと、

目を光らせすごく興味を持ってくれ、こういうことをやってみたいなという生徒

も現れたりしました。 

インターネットのＹｏｕＴｕｂｅに除雪の関係の動画が有り、再生回数が何万

回、多いものでは何十万回も再生されていて、おそらくその視聴者は北海道の地

元だけではなく、本州の雪のないところの人も含まれ、驚きや興味をもたれてい
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河西委員長代理 

 

 

 

 

 

 

山﨑委員 

 

 

 

 

 

 

 

河西委員長代理 

 

 

 

 

渡辺委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るのだと思います。 

ＹｏｕＴｕｂｅに限らず、特に若い方々は色々なメディアを見ていますので 

それを使用し情報発信することにより、道内に留まらず道外からの人の呼び込み

にも効果があるのではと思いました。一つ感想でございます。 

以上です。 

 

はい、ありがとうございました。 

たしかに若い世代は動画世代なので、紙媒体よりも遙かに効果はあります。 

特に、北海道の道路の除雪のオペレーションは、道外から来た私もすごいなと

思うのがあります。ありがとうございます。 

山﨑委員、何かこのプランに関して、ご意見があればいただきたいのですが、

よろしいでしょうか。 

 

補足的な話になって申し訳ないのですが、民間の発注者に対しての理解の促進

というのを入れていただきたいというのがあります。それから、市町村関係では、

開発局の方にもお願いしているのですが、発注者協議会には建設部の人が出てい

るのですが、実際予算とか、工期の話とか、議会対応というのは建設部ではなく

て、他のところも関係している部分があるので、そういった人も巻き込んではど

うなのかという話を、開発局の方にはさせていただいているところであります。 

以上です。 

 

はい、ありがとうございました。 

今回、新プランに関して、基本的な方針、そして３つの骨格ということで進め

ていきたいのですが、いかがでしょうか。 

渡辺委員、お願いします。 

 

働き方改革も含めて、担い手のところがメインになってくると思うのですけれ

ども、先ほど申しましたとおり、入ってくることについては、一生懸命施策も打

っています。 

せっかく入っていただいた社員が、どんどんやめてしまうという問題につい

て、定着をどう図っていくのかというところも、プランの中で、もう少し充実し

たほうがいいのかなと思っています。若い人たちが、色々情報を取ったり、経験

したりして入ってくるのですが、実際の仕事と理想のギャップがあって辞めてい

くということがあります。建設業界は経験産業ですので、若い人を全面に打ち出

して、新たな施策に挑戦させるということは、なかなか難しいのですが、各社や

っています。ただ、横のつながりがなかったりということで、若い人を活用して

いくような場を設けていくということを、業界自体もやらないといけないと思い

ます。今後ＩＣＴとなるとデータの流通性という問題も出てきます。測量設計工

事、発注者の方も含めて、データをどう一元管理するかということを、若い人を

中心に考えていく場を設けるとやりがいに繋がっていくのかと思います。そうい

った定着の施策についても、是非、積極的に、もう少し施策の中に反映させるよ

うなことを考えていただければと思います。 
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(樺澤建設業担

当課長) 

 

 

 

 

河西委員長代理 

はい、ありがとうございました。 

定着に関しても、新しいプランの中に盛り込んでいただければと思います。 

ほか、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは、次回の委員会では新しいプランについて、詳細が確定されると思い

ますので、ご協力のほどよろしくお願いします。 

それでは、ここまで検証・評価、新しいプランについてご意見等を伺ってきま

したが、全体を通していかがでしょうか。 

よろしいですか。 

それでは、次に議題４「その他」に入ります。事務局から何かございますか。 

 

今後のスケジュールですが、本日、いただいたご意見等を踏まえて、素案を作

成しまして、議会や建設業審議会でご審議いただき、パブリックコメントなど経

まして原案を作成、その後、年明けに予定しております第３回の専門委員会にて、

ご審議いただきたいと考えております。 

なお、開催時期につきましては、1月下旬を予定しておりますので、よろしく

お願いします。 

 

はい、ありがとうございました。 

それでは、以上で議事すべて終了しました。これをもちまして、北海道建設審

議会第２回建設産業の振興に関する専門委員会を閉会いたします。 

進行にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

 


